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1) 主題格助詞「岳/~J と目的格助詞「告/曇」が使われているが、 r~ Jの仮名音注は「ヌ
ン」であり、実際は現代韓国語と同様である。
2) r雪(斗)Jの活用形の仮名膏注は概ね「ホ」であり、当時ソウル方言の「守斗」は「司
ヰ」のように発晋されたと考えられる 5)。特に r~ o']:Jは「へ」と記されており、実際は
「司」の活用形が多く使われたことが分かる。
4)本書の「序Jにもあるように一般警察事務に闘する用語と普通語を収録している。
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(50)マ守カチャン (64)ヌ利カツチ (2別々スlカヂ (109)々言。1.5!.カタクキー オ
(90)道会ナルン (97)~告ナムル (55 )文ナツ (123)芸タク (123)冨営タルカル
(120)昌斗主パルカオ (23)富司λ1.5!.サルビー シヨ /(51)詣司叫サルピヨヤ (127)ぞ菩サウム
(33)堂サル (21)守雪1アヒ (54)音音五チヤムチヤムコ (88)雪三三チヤグロ (22)昔チヤム、
(57)支企タツソ (59)モペ£タシオ (90)守豆ハロ (72)主唱ハンボン (76)喜平豆ハンプロ
(96)雪ザ ハンサン
(27)λト言サラム/(22)そ菅サラム









(28)富司ヰホムネンダ (31)主唱豆ホニルト (48)~~ホヌン (52) 司唱茎ツヨニヨムホル
(24)分179FT咋?サン、ハヤツナニヤ/(25)せ守安企サン、へツソ
(50)唄ス1守otオツチハヤ/(72) 唄ズ~ ~ot オツチエイ
(28) ~ot へエー (109) 雪斗斗へーソ (30) 豆守安全?コ一、ヘツソ
(45)守勢ヰへツネエ (67)~'3!=モヰ?へツヌニヤ (56) ~習を安企チヨン、へツソ
(58/66) ~ot斗へーラ
(58) 華美~'3!=合寸ヰチヤルモツテツスムネタ (61) 調~喫合寸斗チュイ、ホヨツスムネダ
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(48) ，Jl呼主コー ヤクハン (46)~吟そヰハ 1) ヤナニヤ
(28)守勢電ペヰサホア、ホプシダ





(53) ~主主オヌン (99) 豆互主モルヌン
(120) 7トモカヌン細い
(53)叶tzマクナン (53)ヰ斗E タニナン(102)喫オE イツキナン
(104) '3l告主スlイツスルランヂ (20)守λIE司王とホシナンデーヨ (73)吾叶主ッ・ルリナン










二重母音のうち、 「斗/寸」の仮名音注は単母音化を表す例が散見される。また、 r 1/・1H 
は単母音として音注され、 20世紀初めの韓国語の母音体系を表している。
3.3.1. r引/司IMI・lJ
本書で r11/~1/H/ ・ 1Jは区別されず、いずれもエ段で晋注されており、本書の「五十晋」で
は頭子音を持っているエ段の仮名をハングルの「・1H Jで、 「エ」だけは rofl引」で表記し
ている。これらの音注は韓国語で ril /刊/・1Jの単母音化が既に完成されていたことを示す。
(15)叫電(大闘)テークオル (21) 7ト岳叫豆カオンデーロ
(16)合寸(巴内)ウムネー (21)ユ守1.2- クーエーヨ (29)屯唱。1センオピー
(30)モl1!_ヌ企ネー ポネツソ (31)司型ネーイル (33)廿ぎ1アツベー (33)哩lベエー
(36)ぞ1司セビヨク (41)刈1ヨ!と主セー ケツソ
(31)丘令。lヨセー (21) ~雪1 アヒ
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(33)剥l豆テーロ (42)令叫曇スレールル (51)l-iノエー (5 )叫オ1ネエケー
3.3.2. r斗J r寸J r斗」
本書の仮名音注をみると、 「斗Jの場合は「崎/司j は二重母音で現れ、 r~J 以外の頭子音
の場合は単母音化したと考えられる仮名音注が現れる。これは「斗」の単母音化の過程を表し
ていると解される。
(10) SllJL司~(外部大臣)オイプテーシン (50) 判寺会オイククン(凹4) 旦豆判ヰ モル才イダ
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(48)到ヌトホイガ (72)丞剥チョへイ
(106)営判司斗 アルレーリヨラ (110)量判吋斗アルレーヨラ
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(100/109) }; SIナメ (111)岩崎ノメー (111)吋司チョーエー (40)恒也判河lインミネケー
(23/27/42)叶司オデー (94) t>1司ヰ?オデニヤ (361103) t>1司ペオデソ
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